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B5ウラ_補綴後のメンテナンス _責

患者さんに装着した補綴装置を、
長期間良好に機能させるためのメインテナンスの要点や、
トラブルが生じたときの対応について紹介しています。
患者さんにとって補綴装置が一生付き合える良き伴侶となり、
かかりつけ歯科医師として患者さんとの信頼関係を築くために、
知っておきたいメインテナンスの知識と技術です。
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総義歯装着後のメインテナンス

5）咬合のチェック
人工歯の咬耗や顎堤の吸収により総義歯の咬合接触関係は徐々に変化する．人工歯
の咬耗には，患者の咀嚼習癖や対合歯の材質が影響する．長期的には咬合高径が下が
り，下顎が前方に偏位してくることが多い（図 3-30）．
なお，咬合の誤りといっても，①大きく下顎位が偏位している場合と，②わずかに
咬合接触関係に不調和がある場合ではその対応は異なる．咬合の検査は咬頭嵌合位の
検査，次に左右および前後方向への偏心位での診査の順に行う．

（1）事前の観察
咬合を確認する前に，咬合高径が低下していないか，顔貌のチェックから始める．

咬合高径が低すぎると赤唇部が薄くなり，しわが増え，下顎が前方に突出したような
雰囲気になる（図 3-31）．また，口角炎がみられる場合もある．
特に問題が認められなければ，咬頭嵌合位の検査に移る．ただし，いきなりカチカ
チとタッピングをさせても得るものは少ない．まず，下顎位の偏位がないか，軽く噛
み合わせた状態での観察から始める．最初に上下顎義歯の正中線がずれていないかを
チェックする（図 3-32）．次に前歯部の水平被蓋，垂直被蓋がどの程度であるかを
チェックし，義歯装着当初からの変化の有無を確認する（図 3-33）．

（2）下顎位のチェック（下顎位の誘導）
正中のズレなどから下顎位のズレが疑われた場合には，手指で下顎を誘導し，嵌合
位の診査を行う 11）．誘導方法を図 3-34に示す．まず左手の拇指と示指の腹と指先で
上顎義歯臼歯部の人工歯頰側面すなわち頰側研磨面を押さえ，義歯が上顎顎堤に確実

咬耗の進行により下顎が前方に変位．図3-30 咬合高径が低いと前突したような顔にな
る．図3-31
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はじめに正中のずれをチェック．図3-32 次に水平被蓋，垂直被蓋をチェック．前歯
が接触している．図3-33

a．左手で上顎義歯頰側研磨面を押す．

c．わずかに開口した位置で止める．

図 3-34　下顎の誘導法

b．左手を下顎におろし臼歯部頰側研磨面を押し，
右手で下顎オトガイ部をはさむ．

d．自然な閉口を促し，どこから咬合接触が起こっ
ていくかを観察する．
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